
PARSEC : 自然保護区が社会経済に及ぼす影響の 
多国融合研究を通じた新たなデータ共有・再利用手法の構築
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研究の目的 
(a) 衛星画像と人工知能の融合により、地域社会の社会経済
に対する自然保護区(PA)の影響を予測する. 
(b) 保護区が地域社会の消費支出と地域資源の健全性にもた
らす影響を特定する. 

(c) 将来の環境に対する意思決定のあり方をより良くする. 
(d) 研究者・資金・成果物・データ間のデジタル連携をより良く
する. 
(e) 研究データフローを改善し、チームによる研究のスキルを
向上させる. 
(f)  データ引用の数を増やし、データ作成者への帰属をより明
確に示す. 

(g) データの再利用に向けてオープンでFAIRなデータの管
理・保存を推進する.
(h) 研究者が、自分が保存したデータがどのように引用・再利
用されているか視覚的に把握できるツールを提供する.

WP1: マッチング・アルゴリズムを用い
た自然保護区近傍および遠方の農山
漁村200か所の層化抽出.

WP2: リモートセンシングと人工知能
を用いた該当農山漁村の社会経済
条件評価.

WP3: 保護区への近接性が社会経済状況を改善するかどうかの一対比較テ
ストと要因の特定.

統合科学 グループ（ダビド・ムイヨー）

WP6: 研究者が預託したデータの利
用・引用・再利用状況を閲覧できる機
能の開発（ウィジェット、Webアクセス
可能な研究者プロファイル等）.

WP5: データ共有を支援するためのリ
ーディングプラクティス、ツールキット、
ワークショップ手法の開発.
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